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生

八
王
子

停
車
場
か

ら
、
新
道

な
ら
三
里
、

七
國
峠

を
越

え
て
往
け
ば

二
里

半

、
久

保
澤

の
町

の
下

に
小
倉

の
渡
し
と

い
ふ
處

が
あ
る
。

新
道

に
は
乗

合
馬

車
(
二
十

五
錢

)
が
あ

る
が
、
舊

道

も
難

儀
な
道
で
は

な
く
、
途
中

ス

ケ
ツ

チ
す

る
に
よ

い
處

も
あ

る
。

久
保
澤

の
町
は
ダ
ラ
ダ
ラ

下
り
で

、
町
の
中
央

に
葢

の
し

て
あ

る
大

き
な

澤

が
あ
り
、
建
物

も

一
寸

面
白
く
、
道
路

山
水

の
好
畫

題
で

あ

る
。

町

の
上
は
見
通

し

の
つ

か
ぬ
程
な

廣

い
平
原
で

、

一
面

の
桑
畑

、
處

々
に

林

や
森

が
あ

つ
て
、
單

調
を
破

つ
て
ゐ
る
。
朝
夕

の
雲

を
研
究
す

る
に
は

最

も

よ

い
處
で
あ

る
。

町
か
ら

下

る
と

二
三
の
水
車

が
あ
り

、
川

尻
と
よ
は

る

ゝ
可
な

り
な
瀧

が

あ

る
。

や
が
て
廣

々
と
し
た

小
倉
川

の
岸

に
出

る
と
、
爰

に
は
渡
船

が
あ

つ
て
、
對

岸

に
渡

し
守

の
小
屋

一
つ
、
清
き

水
は

緩
く
流

れ
、
遙

か
に
荷

船

の
帆

掛
け
た

の
も
見
え

る
。
兩

岸

の
山

は
高
く
峻

し
く
、
凡
な
ら

ざ
る

風
致

を
供
え
て
ゐ

る
。

上
流

に
は
大
井

、
川

和
、
中
野
な
ど

い
ふ
處

が
あ

つ
て
、
何
れ

も
多
少

の

畫
材

を
供

え

て
ゐ
る
。
殊

に
中
野

の
あ

た
り

は
、
川
幅
狹

く
流
れ
急

に
、

一
層
變

化

に
富

ん
で

ゐ
る
。
此

上
は
桂
川

と
よ
ば
れ

て
、
甲
州

よ
り
來

る

の
で
あ
る
。

下
流

二
里

、
田
名

と

い
ふ
處

は
、
絶
壁
高
く
峙

ち

て
小
赤
壁

の
名
あ

る
勝

地
で

あ
る
。
相
摸
川

と
な
り
厚

木
を
過
き

、
馬
入
川

と
な
り

平
塚

に
出

で
、

須

賀
に

て
海

に
入

る

の
で
、
荷
舟

に
上
乗

し
て
下

る
も

一
與

で
あ
ら
う
。

川

を
渡
り

小
倉
村

か
ら

上
る
と
、
根
小
屋
、
半

原
、
田
代
な

ど

い
ふ
處

が

あ

る
。
半

原
は
、
宮

ケ
瀬
川
村

の
中
央

を
流

れ
、
兩

岸
に
は
無
數

の
水
車

が

あ

つ
て
、
橋
上

か
ら
の
眺
は
頗

る
奇
觀

で

あ

る
。
半
原

か
ら
田
代

へ
徃

く
道

の
右

手
に
は
、
監

川

の
瀧

と

い
ふ
の
が
あ
る
。

二
段

に
落

下
し

て
遠

望

も
よ
く
、
近
く

の
眺
も
又
可
な

り
で
あ

る
。

私

は
數

年
前

十

一
月
中

句

に
、
二
年

も
續

け

て
此
邊

の
寫

生

に
出
掛
け

た
。

小
倉
川
兩

岸

の
紅
葉
、
其
色

の
美

し
き
は

云
ふ
迄

も
な
く

、
尤

も
妙
な

る

は
平
原

の
桑

の
葉

の
眞
黄
色

に
な

る
の
で
、
題

る
壮

大
な

感

が
あ

る
。

前

の
月

も
久
保
澤
附

近

の
有

志
、
金
子

、
増

田
、
神
藤
諸

君
に
招

か
れ

て

本

曜
會

の
人

々
と
共

に
此
邊

の
寫

生

に
出
掛

け
た

が
、
夏

の
景
色
も
中

々

惡
く
は
な

か

つ
た
。
鮎

狩

に
と
て
、

上
流
城
山

の
麓

寳

の
峯

と

い
ふ
邊

ま

で
溯

つ
た

が
、
見

上
る

や
う
な
紫
色

の
巨

巖

に
は
、
折

か
ら
牡
鵑

花

が
盛

り

に
咲

い
て

深
碧

の
水

に
映

じ
、
實

に
何

と
も

い

へ
ぬ
美

し

さ
で
あ

つ

た

。
(
當
時

の
紀
行

は
七
月

の
中
學
世
界

卯
杖

八
月

の
文
藝

倶
樂
部

に
出

て

ゐ
る
〕

久

保
澤

の
宿

屋
は
、
車

屋

と

い
ふ

の
が
た
ゞ

一
軒
あ

る
の
み
、
宿
料

は
洋

服
な
ら
五
十
錢

、
其
他

は
三
十

五
錢

と
の
事
で
あ

る
。


